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右
死
亡
現
場
に
は
頭
上
約
十
二
・
六
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
四
国
電
力
株
式
会
社
須
崎
変
電
所
か
ら
大
阪
セ
メ
ン

ト
株
式
会
社
高
知
工
場
へ
送
電
し
て
い
る
十
一
万
ボ
ル
ト
の
特
別
高
圧
送
電
線
が
東
西
に
架
線
さ
れ
て
お
り
、
農

婦
が
草
取
り
作
業
を
し
て
い
た
水
田
に
は
、
園
芸
ハ
ウ
ス
（
面
積
約
千
二
百
七
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
当
時
は
園
芸
を
中
止
し
て
水
田
耕
作
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
ハ
ウ
ス
内
に
は
ハ
ウ
ス
用
針
金
が

東
西
約
七
十
五
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
十
八
メ
ー
ト
ル
に
縦
横
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
加
温
用
パ
イ
プ
が
東
西
に
架 

昭
和
四
十
四
年
八
月
十
三
日
午
前
十
二
時
ご
ろ
、
高
知
県
須
崎
市
池
ノ
内
広
坪
の
水
田
に
お
い
て
草
取
り
作
業

中
の
農
婦
が
、
架
線
さ
れ
て
い
る
園
芸
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
針
金
を
握
つ
た
ま
ま
感
電
死
し
た
事
故
が
起
こ
つ

た
。
同
日
、
須
崎
市
横
町
、
高
陵
病
院
北
村
紀
文
医
師
の
死
体
検
案
に
よ
れ
ば
、
右
母
指
示
指
及
び
左
手
背
か
ら

左
母
指
に
か
け
て
の
電
撃
創
に
よ
る
感
電
死
と
判
定
さ
れ
た
。 
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従
つ
て
、
特
別
高
圧
線
に
電
流
が
流
れ
る
と
き
、
静
電
誘
導
を
生
じ
、
ハ
ウ
ス
用
針
金
及
び
加
温
用
パ
イ
プ
に
誘

導
電
流
を
生
ず
る
危
険
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
直
後
、
高
知
県
警
察
本
部
及
び
須
崎
警
察
署
並

び
に
四
国
電
力
の
調
査
に
よ
る
と
、
特
別
高
圧
線
か
ら
の
誘
導
電
流
に
よ
る
感
電
死
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
園
芸
ハ

ウ
ス
の
西
側
、
死
亡
場
所
か
ら
約
七
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
設
置
し
て
あ
つ
た
冠
水
用
動
力
モ
ー
タ
ー
が
ス

パ
ー
ク
し
て
漏
電
し
、
ハ
ウ
ス
用
針
金
に
電
流
が
伝
わ
つ
た
、
あ
る
い
は
、
漏
電
し
た
電
流
が
動
力
モ
ー
タ
ー
の

ア
ー
ス
線
を
伝
わ
つ
て
水
田
に
流
れ
、
地
中
を
は
つ
て
農
婦
の
足
か
ら
針
金
を
握
つ
た
手
に
貫
流
し
て
感
電
死
し

た
な
ど
と
説
明
し
、
そ
の
説
明
も
一
貫
し
て
い
な
い
。 

本
事
件
は
同
地
区
全
農
業
者
に
深
刻
な
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。
本
事
件
の
起
こ
る
以
前
に
も
高
圧
線
下
で
作
業

中
の
農
民
は
常
に
ビ
リ
ビ
リ
と
感
電
状
態
を
感
じ
た
と
訴
え
て
お
り
、
事
件
後
も
ア
ー
ス
の
な
い
ハ
ウ
ス
内
の
針

金
に
触
れ
る
と
ビ
リ
ビ
リ
と
感
電
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
事
件
後
、
そ
の
翌
日
、
四
国
電
力
は
各
ハ
ウ 

け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
、
そ
れ
ら
が
静
電
容
量
を
形
成
す
る
き
わ
め
て
良
好
な
導
体
と
な
つ
て
い
た
。 

四 

 



 

し
か
も
同
地
区
に
は
、
最
近
日
鉄
工
業
、
松
下
電
気
等
の
工
場
の
誘
致
問
題
と
か
ら
み
、
さ
ら
に
高
圧
線
の
架

設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
人
命
保
全
の
面
か
ら
も
重
大
な
政
治
問
題
と
な
つ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
問
題
は
、
ハ

ウ
ス
園
芸
の
全
国
的
発
展
、
工
場
の
農
村
地
帯
へ
の
進
出
と
あ
い
ま
つ
て
、
全
国
的
な
問
題
と
も
な
ろ
う
と
し
て

い
る
。 

針
金
、
パ
イ
プ
な
ど
の
導
体
が
無
数
に
張
り
巡
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
大
型
の
園
芸
ハ
ウ
ス
の
あ
る
地
帯
に
お
け
る

高
圧
線
架
設
に
対
し
て
は
現
行
の
「
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
年
六
月
十
五
日

通
商
産
業
省
令
第
六
十
一
号
）
」
は
き
わ
め
て
不
完
全
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
料
さ
れ
る
。 

ス
に
ア
ー
ス
線
を
取
り
付
け
て
い
る
。 

従
つ
て
、
大
型
の
園
芸
ハ
ウ
ス
農
業
を
営
む
地
域
に
お
け
る
高
圧
線
架
設
の
基
準
の
内
容
と
、
そ
の
前
提
と
も

い
う
べ
き
こ
の
感
電
死
事
故
の
原
因
究
明
は
緊
急
の
課
題
と
な
つ
て
い
る
。 

よ
つ
て
次
の
諸
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

四 

前
述
の
よ
う
に
、
本
件
死
亡
現
場
の
頭
上
に
は
、
十
一
万
ボ
ル
ト
の
特
別
高
圧
線
が
架
か
つ
て
お
り
、
そ
の
下

に
あ
る
園
芸
ハ
ウ
ス
は
き
わ
め
て
良
好
な
静
電
容
量
を
形
成
す
る
導
体
と
な
つ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態

の
も
と
で
、
人
体
に
被
害
を
及
ぼ
す
程
の
静
電
誘
導
に
よ
る
電
圧
の
生
起
の
可
能
性
は
全
く
な
い
か
ど
う
か
。 

三 

三
日
間
の
調
査
に
基
づ
き
、
県
警
察
本
部
は
、
後
に
な
つ
て
、
漏
電
し
た
電
流
が
ア
ー
ス
線
か
ら
水
田
に
流

れ
、
地
中
を
は
つ
て
農
婦
の
足
に
伝
わ
り
、
針
金
を
握
つ
た
瞬
間
に
感
電
し
た
と
発
表
し
た
が
、
そ
の
根
拠
及

び
理
由
は
何
か
。 

一 
静
電
容
量
を
形
成
す
る
き
わ
め
て
良
好
な
導
体
を
保
有
す
る
大
型
園
芸
ハ
ウ
ス
地
帯
に
お
け
る
高
圧
線
架
設

に
対
し
て
は
、
前
記
の
「
電
気
設
備
技
術
基
準
」
で
は
適
当
で
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。 

二 

農
婦
感
電
死
事
故
に
つ
い
て
昭
和
四
十
四
年
八
月
十
三
、
十
四
、
十
五
日
の
三
日
間
、
高
知
県
警
察
本
部
、

須
崎
警
察
署
、
四
国
電
力
が
行
な
つ
た
調
査
結
果
と
し
て
、
動
力
モ
ー
タ
ー
か
ら
漏
電
し
、
こ
れ
が
ハ
ウ
ス
用

針
金
を
伝
わ
つ
て
感
電
し
た
と
い
つ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
及
び
理
由
は
何
か
。 
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七 

右
質
問
す
る
。 


